
　地理は、今私たちが生きている世界や日本のあり方を、地図や統計、写真といった資料を駆使し

て理解し、視野を広げていく科目です。「地理」＝「暗記科目」というイメージが強いかもしれません。

確かに、地名など覚えなければならないことも多くあります。しかし、それは地理学習のゴールで

はなく、あくまでスタートであることを忘れてはなりません。「地理」とは、読んで字のごとく「大

地の理（筋道や理由）」を学ぶ科目です。地理学習の楽しさは、自然（地形や気候など）と人間活動（農

業や工業など）の関係や、地域の共通点や相違点を理解することにあります。本校での地理学習に

おいても、このようなつながりを意識して学ぶことを大切にしています。

　地理分野の出題においては、日本各地の自然や産業を中心に、グラフや統計の読み取り問題を出

題しています。例えば、2020年度入試第2回の　  問11は、各工業地域の製造品の特徴をグラフ
で確認する基本的な問題です。また2020年度入試第2回の　  問2のように、4つの県の複数の統
計データを比較して、そのデータがどの都道府県のものかを選ぶ問題では、地図を思い浮かべなが

ら、地形などの自然条件や大都市との位置関係を考える必要があります。さらに、2020年度入試
第1回の　  問5のように、統計データを正しく読み取れるかを確認する問題を出題することもあ
ります。そして、2020年度入試第1回の　  問14や2020年度入試第3回の　  問6のように、各地
域の特徴の正確な理解と地図上の位置を同時に確認する問題も出題します。

　これらの問題を解くにあたって、まずは各地域の基礎的な特徴を学習し、その共通点や相違点を

意識するようにしてください。また、教科書や参考書などに載っている資料を読み込み、それぞれ

の資料がどのような事象を表しているのか考える習慣を身につけてほしいと思います。また、地図

を使った出題もしています。地理を学習するときには、地図帳を手元において、場所を確認しなが

ら取り組むようにしましょう。

地理分野の出題意図

　本校の公民の学習において目指していることは、「自らが社会を作る主体であるという自覚を持

つこと」です。本校では、社会の中で日々生活する中で、社会に存在している価値観や規範に無批

判に従うような存在としてではなく、今ある価値観や規範の意義を批判的に考察し、よりよい社会

の実現のために自らの学びを活かすことのできる存在になって欲しいと考えています。そのため受

験生には、まず現代社会のあり方について基本的なことがらを理解することを求めています。出題

する多くの問題は、日本国憲法や基本的人権の内容、国政や地方自治の仕組み、財政や経済の仕組み、

国際社会の理解など、さまざまな分野における基本的なことがらを問うものになっています。そし

て基本的な知識の習得はもちろんですが、単なる暗記ではなく、さまざまな課題に対して自分の持っ

ている知識を活用することが求められています。そのためには、問われているものが何であるのか

をしっかりと理解し、それに対する適切な答えを導き出していく力が必要です。

　また、現代社会で起こる変化についても目を向け、理解を深める習慣をつけてほしいと思います。

これは社会の制度やその背後にある価値観の変化についての理解を深めることで、社会について主

体的に考える力を養うことができるからです。公民分野では時事的な知識を問う問題を必ず出題し

ています。新聞やテレビなどを通してニュースに触れ、社会に対して関心や問題意識を持ってほし

いからです。その際、ニュースの内容と普段学習していることがらを結びつけると、より理解が深

まります。例えば2020年度入試第3回　  問6は消費税の変遷に関する問題です。ニュースなどで

公民分野の出題意図

　理科は、身近なものや自然現象に着目し、実験や観察で得られた結果にもとづいて、そのしくみや法則性

を明らかにしていく科目です。そこで、本校の理科では、実験実習を通して自然現象への興味・関心を高め、

科学的な思考力や表現力を養うことを目標としています。そのため、本校の理科の入試問題では、理科を学

んでいく上で必要な次の①～③を確認することを意図しています。

　上記のように、実験を題材にして思考力を問う問題を、大問2題ほど出題しています。また、基本的な知

識や計算力を確認する問題に加えて、与えられた情報や条件にもとづいて考える問題も出題しています。な

お、思考力を問う問題では、グラフを用いた問題も出題しています。問題を解いて知識や計算力を身につけ

　これらを踏まえて、できるだけ身近なものや現象をテーマにして、物理・化学・生物・地学の各分野から

大問1題ずつ、計4題を出題しています。例として2020年度入試の各回のテーマと分野を挙げておきます。

☆を付した大問は、実験を題材にした問題を含みます。

問題構成

理　科Ⅲ- 04

①

②

③

自然現象への関心と、実験や観察への積極性

実験や観察の結果を表やグラフにまとめて整理する力と、それを分析する力

自然現象を科学的に考える上で必要な知識や、分析する上で必要な計算力

（物理）力のつりあいについて

（地学）天体や地軸の傾きについて

（化学☆）物質の状態変化について

（生物）森林の生態系について

第1回

（生物）昆虫について

（化学☆）熱について

（地学☆）雲について

（物理）浮力や力のつりあいについて

第2回

（生物☆）植物について

（物理☆）豆電球を含む回路について

（地学）火成岩、マグマ、火山について

（化学☆）石灰岩について

第3回
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るだけでなく、身近なものや自然現象に目を向けて、不思議に思ったことについて調べたり考えたりしてほ

しいと思います。

　物理は、さまざまな力や電磁気、光、音といった現象に着目して、法則性を見出していく分野です。

現象について分析する際に計算を用いる分野なので、多くの場合、基本的な計算力を問う問題を出

題しています。

　見出した法則性を用いると、ある条件が変化して未知の状況になったときにどのような結果にな

るか推測することができます。このような考え方をする問題の例として、2019年度入試第2回　 
の（8）が挙げられます。逆に、ある現象が起こるための条件を考えることもできます。このよう

な考え方をする問題の例として、2020年度入試第2回　 の（7）が挙げられます。

物理分野の出題の意図

　化学は、物質がもつ性質を調べたり、物質がもつ性質にもとづいて自然現象のしくみを解き明か

していく分野です。その方法は実験なので、実験を題材にした問題を多く出題しています。したがっ

て、物質の性質についての基本的な知識はもちろん、実験操作についても理解しておくことが重要

です。実験操作に関連した問題の例として、2019年度入試第1回　 の（6）～（8）が挙げられます。
　また、化学の知識は私たちの生活のさまざまな場面に用いられています。そのため、身近な現象

や物質を題材にするようにしています。例えば、2020年度入試第2回　 では加熱式の弁当容器を、
2019年度入試第2回　 では使い捨てカイロを題材にしました。身のまわりの便利なものについて、
ただ利用するだけでなく、どのようなしくみになっているのか調べたり考えたりしてほしいと思い

ます。

化学分野の出題の意図

　私たち人間はヒトという生物であり、他のさまざまな生物と関わりながら生きています。生物は、

ヒトや他の生物が生きているしくみ、生物どうしの関わりについて調べていく分野です。基本的な

知識に観察や実験の結果を合わせて考えていく分野なので、観察や実験を題材にした問題も多く出

題しています。

　テーマとする生物の種類はさまざまですが、受験生になじみのある生物をテーマにするようにし

ています。したがって、ヒトをはじめ身近な生物についての基本的な知識を定着させることはもち

ろん、観察の方法や実験操作についても理解しておくことが重要です。実験操作に関連した問題の

例として、2018年度入試第3回　  の（1）、（2）や2020年度入試第3回　  の（7）が挙げられます。
　また、生物分野は地球環境の持続可能性について考える際に重要な分野です。観察や実験で得ら

れた結果にもとづいて、環境との関わりを考える問題の例として、2020年度第1回　  が挙げられ
ます。

生物分野の出題の意図

　地学は、地質・気象・天文について、基本的な知識に観察や実験の結果を合わせて考えていく分

野です。基本的な知識を定着させることはもちろん、観察の方法や実験操作についても理解してお

くことが重要です。実験操作に関連した問題の例として、2020年度入試第2回　  の（3）、（4）が
挙げられます。

　また、地学分野で着目する現象は、私たちの日常生活に深く関わっています。日々のニュースで

は気象情報が報じられ、流星群などの天文現象や宇宙開発について取り上げられることも多いです。

知識を定着させたり問題を解いたりするだけでなく、ニュースで取り上げられたことに目を向けて、

調べたり考えたりしてほしいと思います。ニュースで取り上げられたことに関する問題の例として、

2020年度入試第3回　  の（7）、（8）や2019年度入試第3回　  が挙げられます。

地学分野の出題の意図
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